
備中松山の城下町である石
火矢町は武家の町として栄
えた。路地の両脇には白壁
の長屋門や土壁が続き、当
時の生活の面影が色濃く残
っている。

標高430mに建つ天守は、国
の重要文化財で、現存天守
を持つ山城としては最も高
い所にある。

南から見た山容が草の上に
伏した老牛の姿に似ている
として名付けられた。日本
でも有数の植物・昆虫・鳥
類の宝庫である。

⑧備中松山城と城下町を巡るみち

吉備高原横断ルート
びっ ちゅう まつ やま じょう めぐじょう  か  まち


